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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公開番号】特開2013-143480(P2013-143480A)
【公開日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-039
【出願番号】特願2012-2992(P2012-2992)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/62     (2010.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/58     (2010.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４４０　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    ４３０　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月5日(2014.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面および前記第１面と反対側の第２面を有し、前記第１面から前記第２面まで貫通
する貫通孔が設けられた基板と、
　前記貫通孔内に設けられ、前記基板の前記第２面より外側に突出する光学素子と、
　前記第２面側に設けられた半導体発光素子と、
を含み、
　前記光学素子は、前記半導体発光素子から出射された光を、前記基板の前記第１面より
外側に射出する、ことを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　前記第１面に設けられ、前記光学素子から射出された光が入射するレンズを、さらに含
む、ことを特徴とする請求項１に記載の発光装置。
【請求項３】
　前記光学素子は、
　前記第１面と面一に設けられた第３面と、
　前記第３面と鋭角をなして接続された第４面と、
　前記第３面および前記第４面と接続された第５面と、
を有し、
　前記第５面は、前記半導体発光素子から出射された光が入射する面であり、
　前記第４面は、前記第５面から入射した光を反射させる面であり、
　前記第３面は、前記第４面において反射された光を射出する面であり、
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　前記レンズは、前記第３面に接合されている、ことを特徴とする請求項２に記載の発光
装置。
【請求項４】
　前記光学素子は、前記半導体発光素子から出射された光を、前記第１面の垂線方向に射
出する、ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記半導体発光素子は、複数設けられ、
　前記光学素子は、複数設けられている、ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか
１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　基板の第１面に、前記第１面に対して傾斜した面によって規定される穴部を形成する工
程と、
　前記穴部に原料体を埋めて、光学素子を形成する工程と、
　前記基板を、前記第１面の反対側からエッチングして前記基板の第２面を形成し、前記
光学素子の一部を前記基板の前記第２面より外側に突出させる工程と、
　前記第２面側に、半導体発光素子を配置する工程と、
を含み、
　前記光学素子は、前記半導体発光素子から出射された光を、前記第１面側に射出する、
ことを特徴とする発光装置の製造方法。
【請求項７】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の発光装置と、
　前記発光装置から出射された光を、画像情報に応じて変調する光変調装置と、
　前記光変調装置によって形成された画像を投射する投射装置と、
を含む、ことを特徴とするプロジェクター。


	header
	written-amendment

